
令和８年度加古川市防災会議 会議録 

 

１ 開催日時及び場所 

令和８年８月 17日（月）午前 10時 00分から 11時 00分 

加古川市防災センター２階 大会議室 

 

２ 出席者 

（構成員）29名中 28名（内、代理出席者５名） 

（発表者）25名 

プレゼンテーション １名（個人 高校生） 

プレゼンテーション ５名（大学生３名、高校生１名、高等専門学校生１名） 

プレゼンテーション 

展示発表 
１名（個人 高校生） 

展示発表 ６名（兵庫大学健康科学部栄養マネジメント学科 V-net） 

展示発表 12名（専修学校クラーク高等学院芦屋校 防災部） 

（事務局）10名 

     ・防災監 ・防災安全部次長 ・防災対策課：７名 ・警防課：１名 

 

３ 会議の経過の概要（議長：会長） 

 （１）会長あいさつ 

 （２）議題 

   【議題１】 加古川市地域防災計画・水防計画の修正について 

⇒可決（全会一致） 

   【質問・意見】 

（田渊委員） 

加古川市地域防災計画における「感震ブレーカー」について、昨年（令和７年）１２月に

加古川市火災予防条例の一部を改正し、大規模地震発生時における電気火災（いわゆる「通電

火災」）の防止を目的に、住宅における火災予防を推進するため、「住宅用防災機器」と併せて、

「感震ブレーカー」を新たに追加し、普及促進に努めているところである。加古川市地域防災

計画においても、同様に「感震ブレーカー」の普及促進に努めて行くべきであると考えるが、

この度の地域防災計画にはどのように反映されているか。 

（事務局） 

 感震ブレーカーについては、全庁をあげて取り組むべきものと認識しています。 

 資料中「主な修正内容」では省略していますが、「加古川市地域防災計画 第２編災害予防 

計画 第９章医療及び消防体制の整備 第２節火災予防計画 ２市民による出火防止」におい 

て、現状の記載内容の「住宅用火災警報器の設置及び維持」に加え、地震時の電気リスクを 

低減するため、感震ブレーカーの設置に努めるとの文言を追記します。 

 

   【議題２】 加古川市の防災に関する取り組みについて紹介 

   【質問・意見】 なし 

 



   【議題３】 若者防災プロジェクト 

「～未来へつなぐ、「伝える」を創る。～」の成果発表 

 （３）議題３への市長講評 

 

４ 会議の傍聴者 

６名 

 

以 上 


